
11
月
10
日
、
県
森
連

津
山
木
材
共
販
所
に
お

い
て
、
『
第
32
回
岡
山

県
民
有
林
優
良
材
展
示

コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
森
林
組
合

の
ご
協
力
の
も
と
、
5

千
60
㎥
の
出
荷
を
い
た

だ
き
、
多
く
の
優
良
材

を
揃
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出

品
は
、
県
北
を
中
心
に

ス
ギ
35
点
ヒ
ノ
キ
82
点
、

マ
ツ
1
点
の
計
118
点
あ

り
、
農
林
水
産
大
臣
賞

の
ほ
か
、
７
つ
の
賞
に

対
し
て
13
点
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

（
各
賞
、
受
賞
者
は
下

表
の
と
お
り
）

最
高
位
の
農
林
水
産

大
臣
賞
に
は
、
竹
下
英

美
さ
ん
（
鏡
野
町
）
の
ヒ
ノ
キ
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

当
日
、
11
時
か
ら
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
小
野
会
長
か
ら
、｢

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
式
典
の
規
模
を
大
幅
に
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
渦
に
あ
り
本
年
度
の
こ
の

特
別
市
が
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の

ご
協
力
の
も
と
、
無
事
本
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
受
賞
さ
れ
た

皆
様
に
は
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

審
査
の
結
果
を
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
木
材
価
格
低
迷
の
中
、
い
ず
れ

も
丁
寧
な
手
入
れ
を
さ
れ
て
お
り
、

ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
情
報
提
供
や
造
材
支
援
並
び
に

有
利
販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。｣

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

〈
別
表
〉
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▲出品材の様子（津山木材共販所）

▲小野会長挨拶

第
32
回

岡
山
県
民
有
林
優
良
材

展
示
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

▲(前列左)農林水産大臣賞
竹下 英美 様

▲当日の様子(津山木材共販所) ▲農林水産大臣賞
ヒノキ6ｍ×径44～50㎝



10
月
23
日
、
県
森
連
新
見
木
材
共

販
所
で
第
44
回
新
見
地
区
木
材
ま
つ

り
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
降
り
し
き
っ

て
い
た
雨
も
上
が
り
、
青
空
も
広
が

る
絶
好
の
特
市
日
和
の
中
、
主
催
の

新
見
地
区
木
材
組
合
戸
川
組
合
長
が

挨
拶
し
た
後
、
9
時
半
か
ら
市
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

総
取
扱
量
は
約
3
千
5
百
㎥
で
し

た
。会

場
は
、
出
荷
者
、
森
林
所
有
者
、

素
材
生
産
業
の
社
員
や
森
林
組
合
職

員
な
ど
多
数
の
観
覧
も
あ
り
、
熱
気

あ
る
競
り
の
様
子
を
熱
心
に
見
入
っ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

な
お
、
岡
山
県
知
事
賞
以
下
の
結

果
は
別
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
別
表
〉

10
月
５
日
に
当
会
の
本
会
新
築
移

転
工
事
の
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
事
務
所
は
現
在
当
会
の
木
材
セ

ン
タ
ー
の
あ
る
岡
山
市
北
区
楢
津
地

内
に
建
築
す
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
２
月
末
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。
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本
会
地
鎮
祭

▲小野会長挨拶

▲当日の様子(新見木材共販所)

令
和
２
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
に
貢
献
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
」
で
あ
り
、
今
ま
で
木
材
が
使

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
木
材
を
利

用
す
る
こ
と
（
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
に
よ
り
、
地
域
活
性
や
建
設
時

の
環
境
負
荷
低
減
や
木
材
自
給
率
を
上
げ

る
考
え
で
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
フ
ル
活
用
を

始
め
と
し
た
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
推
進
に
つ
い
て
、
先
進
的
造
林
技
術
の

導
入
・
実
践
に
よ
り
一
貫
作
業
、
低
密
度

植
栽
、
ド
ロ
ー
ン
等
で
、
省
力
化
・
軽
労

化
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
。

早
生
樹
等
の
利
用
拡
大
を
す
る
こ
と
で
林

業
の
時
間
軸
を
変
え
、
早
く
育
て
て
収
穫

で
き
る
林
業
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

県
森
連
と
し
ま
し
て
は
、
11
月
に
林
業

用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
今
後
、
苗
木
や

資
材
の
運
搬
事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

森
林
林
業
白
書
に
つ
い
て▲導入した森飛-ＭＯＲＩＴＯ-

▲当日の様子

新
見
地
区
木
材
ま
つ
り

▲当日の様子(新見木材共販所)

端
材
販
売
は
じ
め
ま
し
た



令
和
2
年
度
緑
の
雇
用
集
合
研
修

は
、
6
月
か
ら
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
座
学
の
時
な
ど
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
徹
底
し
、
隣
同
士
の

距
離
を
と
る
な
ど
、
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
集
合
研
修
も
終
盤
に
さ
し

か
か
り
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
3

年
生
に
と
っ
て
は
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
で
も
実
践
的
な
技

術
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
講
師
へ
の

質
問
も
多
く
な
る
な
ど
、
研
修
へ
の

積
極
的
な
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

林
業
業
界
で
は
、
年
々
機
械
化
が

進
み
、
左
写
真
の
と
お
り
、
緑
の
雇

用
研
修
で
も
高
性
能
林
業
機
械
を
使

用
し
た
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

10
月
の
研
修
で
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
で
集

材
、
造
材
、
運
搬
の
一
連
の
作
業
の

研
修
を
し
ま
し
た
。
研
修
生
の
中
に

は
、
慣
れ
な
い
機
械
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
研
修
生
同
士
で
教
え
合
う
な

ど
、
3
年
生
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
中
旬
か
ら
作
業
班
長

候
補
者
な
ど
現
場
経
験
が
満
５
年
以

上
の
林
業
従
事
者
の
方
を
対
象
と
し

た
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
の
開
催

は
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

研
修
内
容
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、

休
憩
中
で
も
常
に
仕
事
の
話
を
し
て

い
る
の
を
聞
く
と
、
意
識
の
高
さ
を

感
じ
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
、
リ
ー
ダ
ー

も
研
修
が
残
り
あ
と
わ
ず
か
、
現
場

で
の
安
全
意
識
を
高
く
持
っ
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源

の
適
正
化
を
図
る
「
森
林
経
営
管
理

制
度
」
が
平
成
31
年
4
月
に
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
本
制
度
が
適
切
に
運
用

さ
れ
る
た
め
に
は
、
市
町
村
等
が
経

営
管
理
す
る
森
林
の
自
然
災
害
リ
ス

ク
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
り
、
森
林

保
険
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
、
森
林

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
や
経
営
管
理

の
具
体
的
な
計
画
作
成
に
向
け
た
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え

ば
、
森
林
所
有
者
か
ら
委
託
さ
れ
た

森
林
が
大
雨
や
台
風
等
に
よ
り
損
害

を
受
け
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

委
託
さ
れ
た
森
林
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
早
期
復
旧
等
を
地
域
か

ら
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
際
に
は
復
旧
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

森
林
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、

日
頃
か
ら
お
付
き
合
い
の
あ
る
関
係

自
治
体
に
対
し
、
本
制
度
に
お
け
る

森
林
保
険
の
活
用
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、

▼
委
託
さ
れ
た
森
林
の
経
営
管
理
の

内
容
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
に
誰

が
復
旧
作
業
を
行
う
の
か
、
そ
の
費

用
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
等
に
つ
い

て
経
営
管
理
権
集
積
計
画
等
に
具
体

的
に
記
載
す
る
こ
と

▼
森
林
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た

市
町
村
等
が
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ

て
保
険
金
を
代
理
受
領
し
、
森
林
の

復
旧
や
造
林
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
是

非
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

企
画
指
導
課

内
田

旭

10
月
23
日
に
本
会
2
階
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
3
回
理
事
会

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

官
房
検
査
、
内
部
監
査
等
の
報
告
事

項
が
あ
り
、
令
和
2
年
度
上
半
期
事

業
及
び
損
益
実
績
、
令
和
3
年
度
自

民
党
県
議
団
へ
の
陳
情
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
ま
っ
た
く
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
も
あ
り
、
内
容
に
関
し

て
理
解
出
来
な
い
点
も
多
く
、
説
明

に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
の
状
況

で
あ
り
、
自
分
の
勉
強
不
足
を
痛
感

し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
も
理
事
と

専
務
の
や
り
と
り
な
ど
は
、
知
識
量

が
桁
違
い
で
あ
り
、
説
明
力
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

私
も
現
在
、
緑
の
雇
用
等
で
人
前

で
説
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
経
験
を
参
考
に
し
、
堂
々
と

講
義
を
進
め
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
段
取
り
八
分
と
言
う
の
が

良
く
分
か
り
ま
し
た
。
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緑
の
雇
用

「
森
林
経
営
管
理
制
度
に
お
け
る

森
林
保
険
の
活
用
」

理
事
会
を
傍
聴
し
て

▲現場研修の様子

▲現場研修の様子▲FL(フォレストリーダー)研修様子



今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
全
国
森
林
組
合

代
表
者
大
会
表
彰
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

当
県
の
表
彰
者
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
に
て
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
）

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
功
労
表
彰
（
永
年
勤
続
表
彰
）

ー
役
員
ー

単
位
組
合
代
表
理
事

長
代
直
行

（
備
中
南
森
林
組
合
）

ー
職
員
ー

連
合
会
職
員

小
松
庸
介

(

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会)

単
位
組
合
職
員

畝
本
和
明

(

真
庭
森
林
組
合)

西
村
道
典

（
真
庭
森
林
組
合
）

ー
作
業
班
員
等
ー

高
杉
健
太

（
真
庭
森
林
組
合
）

近
藤
泰
史

（
真
庭
森
林
組
合
）

小
川
義
行

（
岡
山
森
林
組
合
）

井
戸
邦
暁
（
美
作
東
備
森
林
組
合
）

田
村
良
治

（
新
見
市
森
林
組
合
）

●
感
謝
表
彰

ー
定
年
退
職
し
た
職
員
ー

連
合
会
職
員

塚
本
裕
三

(

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会)

単
位
組
合
職
員

黒
田
寛
文

（
岡
山
森
林
組
合
）

令
和
３
年
度
岡

山
県
予
算
編
成
に

関
す
る
各
種
団
体
個
別
懇
談
会
に
出

席
し
自
民
党
県
議
団
へ
陳
情
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
次
の
事
項
を
陳
情

し
ま
し
た
。

本
県
の
森
林
資
源
は
、
戦
後
造
成

さ
れ
た
人
工
林
を
中
心
に
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
長
期

に
わ
た
る
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、

森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
は
著
し
く

減
退
し
、
森
林
の
多
面
的
な
機
能
の

発
揮
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
元
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与

税
制
度
が
創
設
さ
れ
、
市
町
村
が
主

体
と
な
っ
て
森
林
経
営
管
理
を
推
進

す
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
が
始
ま
り
、
森
林
林
業
施
策

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
組
合
系
統
は

一
丸
と
な
り
、
「
林
業
の
成
長
産
業

化
」
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、

森
林
の
集
約
化
、
間
伐
、
皆
伐･

再

造
林
な
ど
の
森
林
整
備
や
担
い
手
の

確
保
・
育
成
、
県
産
材
の
利
用
促
進

等
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
事
項
の
実

現
に
向
け
、
特
段
の
御
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１

林
業
技
術
研
修
施
設
の
運
営
に

つ
い
て

県
で
は
、
現
在
、
勝
央
町
の
森
林

研
究
所
内
に
新
た
に
林
業
技
術
研
修

施
設
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
林
業
就
業
者
の
確
保･

育
成
は
も
と
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
戦
略
的
な
林
業
経
営
を
提
案･

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
林
業
技
術

者
の
養
成
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
大

き
な
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

今
後
こ
の
施
設
を
活
用
し
た
技
術

研
修
が
、
県
、
県
森
連
、
（
公
財
）

林
業
振
興
基
金
な
ど
林
業
関
係
団
体

と
の
連
携
の
も
と
、
全
体
の
研
修
計

画
が
体
系
化
さ
れ
、
円
滑
か
つ
効
果

的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
。

２

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

に
向
け
た
市
町
村
へ
の
指
導
に
つ
い

て
森
林
環
境
譲
与
税
を
効
果
的
に
活

用
し
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
円
滑

に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な

人
材
が
少
な
い
市
町
村
に
対
し
て
県

の
林
業
専
門
職
員
が
出
向
す
る
な
ど
、

市
町
村
、
県
、
地
域
の
森
林
の
現
状

に
精
通
し
た
森
林
組
合
が
一
体
と
な

り
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を

加
速
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
地
域
ご
と
の
実
施
体
制

づ
く
り
と
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支

援
策
が
進
む
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

３

適
切
な
森
林
管
理
の
推
進
支
援

に
つ
い
て

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
継

続
的
に
発
揮
し
、
災
害
に
強
い
森
づ

く
り
や
花
粉
発
生
源
対
策
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
間
伐
や
主
伐
後
に

少
花
粉
苗
木
に
よ
る
再
造
林
が
確
実

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

下
草
刈
り
や
作
業
路
網
整
備
な
ど
経

費
助
成
の
さ
ら
な
る
改
善
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
導
入
促
進
等
に
よ
る
低
コ
ス
ト

で
効
率
的
な
実
践
体
制
づ
く
り
を
要

望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
県
北
東
部
で
は
、
シ
カ
に

よ
る
造
林
木
へ
の
被
害
が
、
年
々
広

域
化
し
、
鳥
取
県
と
の
県
境
地
域
で

は
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
急
拡
大
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
森
林
病
虫
獣
害
に

対
し
て
駆
除
や
被
害
拡
大
防
止
対
策

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
広
葉
樹
の

利
活
用
の
一
層
の
推
進
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

４

生
産
性
の
向
上
と
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
つ
い
て

県
内
の
森
林
資
源
は
、
年
々
充
実

し
て
き
て
お
り
、
丸
太
の
生
産
量
は
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
製
材
品
の
出
荷
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
県
産
製
材
品
を

建
築
物
の
木
造
、
木
質
化
や
公
共
工

事
等
に
積
極
的
に
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
大
規
模
建
築
物
等
に
使
用
さ

れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
の
原

材
料
に
、
県
産
認
証
材
を
よ
り
多
く

使
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

11
月
14
日
に
全
国
森
林
組
合
連
合
会

主
催
の
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

も

り

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
全
森
連
が

主
催
し
、
新
た
な
林
業
の
担
い
手
の

確
保
・
育
成
を
目
的
に
、
森
林
・
林

業
に
関
心
を
持
つ
方
を
対
象
に
実
施

す
る
説
明
・
相
談
会
で
す
。

当
県
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
現
地
に
は
行
か
ず
リ

モ
ー
ト
で
参
加
を
し
ま
し
た
。

岡
山
県
に
興
味
を
持
ち
、
林
業
に

魅
力
を
感
じ
就
業
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
今
後
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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陳
情
に
つ
い
て

全
国
代
表
者
表
彰
に
つ
い
て

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

も

り

▲リモートでの様子▲今年度の森林の仕事ガイダンス特設ページ


